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平
成
27
年

10
月
24
日
（
土
）
よ
り
平
成
28

年
２
月
28
日
ま
で
、
当
館
で
は
ロ
ビ
ー
展
示 

 

「
真
田
氏
と
吾
妻
の
諸
街
道
」
を
開
催
し
ま
し

た
（
好
評
に
つ
き
１
か
月
延
長
）
。 

 

上
図
は
、
天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
浅
間
山
大
噴

火
に
よ
る
泥
流
・
降
灰
な
ど
の
被
害
を
描
い
た

絵
図
で
、
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
し
た
。
上
野

国
を
中
心
に
武
蔵
国
北
部
・
秩
父
の
武
甲
山
ま

で
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
噴
火
し
た
浅
間
山
や

泥
流
被
害
の
吾
妻
川
沿
岸
地
域
、
降
灰
被
害

の
中
山
道
・
下
仁
田
道
沿
い
の
地
域
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。
凡
例
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

泥
流
被
害
地
域
は
こ
げ
茶
色
、
降
灰
被
害
地

域
は
薄
茶
色
、
街
道
は
朱
色
、
近
く
の
山
々
は

薄
緑
色
、
遠
く
の
山
々
は
薄
藍
色
、
被
害
地
域

周
辺
村
々
は
薄
黄
土
色
に
塗
り
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
子
持
神
社
・
水
沢
観
音
・
妙
義
神
社
・

貫
前
神
社
・
赤
城
神
社
・
美
和
神
社
（
桐
生
）
な

ど
の
社
殿
、
大
笹
・
狩
宿
・
大
戸
・
猿
ヶ
京
・
大

渡
・
實
政
（
さ
ね
ま
さ
）
・
福
嶋
な
ど
の
関
所
も

描
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
吾
妻
川
南
・
同
川

北
の
村
々
の
被
害
状
況
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
上
野
国
式
内
十
二
社
、
中
山
道
五
宿

（
軽
井
沢
・
坂
本
・
松
井
田
・
安
中
・
板
鼻
）
の
被

害
状
況
の
記
載
も
あ
り
ま
す
。 

 

通
常
は
、
当
館
２
階
閲
覧
室
に
お
い
て
写
真

版
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
御
来
館
く
だ

さ
い
。 

〔天明三年浅間山噴火被害絵図〕＊彩色、縦 83.0 ㎝×横 116.7 ㎝ 

（狩野一郎家文書 P１３０３ №１） 
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展示解説会の様子 

    

平
成
27
年
10
月
24
日
（
土
）
よ
り
平
成
28

年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
、
標
記
の
ロ
ビ
ー
展

示
を
開
催
し
ま
し
た
。
吾
妻
ゆ
か
り
の
真
田
氏

や
吾
妻
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
諸
街
道
に
関
す
る
戦
国
期
か
ら
江
戸
期

に
か
け
て
の
古
文
書
や
絵
図
を
展
示
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
①
真
田
氏
と
吾
妻
他
、
②
信
州

街
道
（
大
戸
通
り
）、
③
草
津
道
、
④
中
之
条
・

原
町
な
ど
の
諸
道
、
⑤
天
明
三
年
浅
間
山
噴
火

被
害
絵
図
他
、
と
い
う
５
項
目
を
設
定
し
、
計

25
点
の
古
文
書
や
絵
図
を
展
示
し
ま
し
た
。 

             

主
な
展
示
史
料
は
、
①
天
正
16
年
（
１
５
８

８
）、
真
田
氏
が
吾
妻
の
武
士
た
ち
に
対
し
て

現
在
の
中
之
条
町
に
あ
っ
た
横
尾
八
幡
城
へ

の
守
備
を
定
め
た
「
八
幡
山
番
帳
」
、
②
幕
府

か
ら
大
戸
関
所
人
改
め
中
へ
出
さ
れ
、
女
性
の

関
所
通
行
な
ど
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
元

禄
10
年
（
１
６
９
７
）
「
関
所
手
形
書
き
載
せ

る
べ
き
覚
」
、
③
草
津
入
湯
に
関
す
る
明
和
七

年
「
草
津
村
役
人
関
所
手
形
判
鑑
（
は
ん
か
が

み
）
届
」
④
三
国
裏
街
道
の
継
ぎ
立
て
に
つ
い

て
書
き
留
め
た
寛
政
11
年
（
１
７
９
９
）
「
佐

渡
御
奉
行
山
本
伊
予
守
様
御
先
触
写
」
、
⑤
天

明
３
年
（
１
７
８
３
）
の
浅
間
山
大
噴
火
に
よ

る
吾
妻
川
・
利
根
川
沿
岸
の
泥
流
被
害
や
中
山

道
・
下
仁
田
道
沿
い
の
降
灰
被
害
を
描
い
た

「
天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
被
害
絵
図
」（
表
紙
）、

な
ど
で
す
。 

 

会
期
中
、
計
１
６
２
９
名
の
方
に
御
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

○
ぐ
ん
ま
史
料
講
座
② 

「
武
田
信
玄･

勝
頼
と
真
田
幸
綱
・
昌
幸
」 

講
師
：
丸
島
和
洋
氏 

（
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
部
特
任
助
教
） 

本
講
座
は
文
書
館
の
収
集
す
る
史
料
群
の

中
か
ら
興
味
深
い
史
料
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介

す
る
講
座
で
す
。
今
年
度
２
回
目
の
ぐ
ん
ま
史

料
講
座
は
、
10
月
24
日
（
土
）
に
大
河
ド
ラ

マ
「
真
田
丸
」
の
時
代
考
証
も
務
め
て
い
る
丸

島
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
次
々
と
主
君
を
変
え
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
真
田
氏
で
す
が
、
お
話
を
聴
い
て
い

る
と
、
戦
国
乱
世
に
お
い
て
領
国
や
家
臣
を
守

る
た
め
に
立
ち
回
っ
た
真
田
氏
の
「
国
衆
」
と

し
て
の
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
田

原
北
条
氏
滅
亡
後
に
昌
幸
・
信
幸
と
と
も
に
所

領
を
得
た
信
繁
（
幸
村
）
の
「
豊
臣
大
名
」
と

し
て
の
一
面
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

定
員
を
大
幅
に
超
え
る
応
募
者
が
あ
っ
た

今
回
の
講
座
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

熱
心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
姿
が
印
象
に
残
り

ま
し
た
。 

○
展
示
説
明
会 

 

同
日
、
丸
島
氏
に
よ
る
「
ぐ
ん
ま
史
料
講
座

②
」
を
は
さ
み
、
計
４
回
に
わ
た
っ
て
ロ
ビ
ー

展
示 

「
真
田
氏
と
吾
妻
の
諸
街
道
」
解
説
会

を
１
階
ロ
ビ
ー
・
展
示
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

各
回
30
分
～
40
分
で
、
先
述
の
項
目
ご
と
に

解
説
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
延
べ
95
名
の
方
々
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、

中
に
は
複

数
回
御
参

加
い
た
だ

い
た
方
も

い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し

た
。
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。 

  

●
長
期
古
文
書
講
座 

  

９
月
５
日
（
土
）
か
ら
11
月
28
日
（
土
）

ま
で
毎
週
土
曜
日
、
全
12
回
の
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
全
12
回
の
講
座
の
う
ち
、
２
回
は
外
部

講
師
を
招
い
て
の
講
義
で
し
た
。
昨
年
度
に
引

き
続
き
近
代
を
担
当
さ
れ
た
丑
木
幸
男
講
師

は
、
難
読
漢
字
が
多
い
近
代
文
書
に
つ
い
て
、

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
熱
心
に
工
夫
を
凝
ら

し
た
講
義
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

受
講
者
は
３
か
月
に
わ
た
る
講
座
に
も
か
か

わ
ら
ず
大
変
熱
心
に
学
習
さ
れ
、
最
終
的
に
60

名
が
修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
講

座
後
半
で

は
、
新
し

い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー

を
導
入
す

る
事
が
出

来
て
、
よ

り
学
習
し

や
す
い
環

境
に
な
り
、

受
講
者
の

評
判
も
上
々
で
し
た
。 

●
出
前
な
ん
で
も
講
座 

 

平
成
27
年
度
は
昨
年
度
よ
り
多
い
８
件
の

申
込
を
受
け
て
講
座
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は

文
書
館
Ｈ
Ｐ
参
照
）
。
地
域
の
皆
様
に
こ
の
講

平
成
27
年
ロ
ビ
ー
展
示 

「
真
田
氏
と
吾
妻
の
諸
街
道
」
開
催
報
告 

開
館
記
念
日
関
連
行
事
開
催
報
告 

ぐ
ん
ま
史
料
講
座
②
・
展
示
解
説
会 

長
期
古
文
書
講
座
・
出
前
な
ん
で
も
講
座 

松代御米駄賃仕切之事（P1105 №158） 

 

長期古文書講座 丑木講師 
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座
が
浸
透
し
て
き
た
よ
う
で
、
県
全
体
で
も
人

気
講
座
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も

同
様
の
内
容
で
行
う
予
定
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

    

新
規
公
開
文
書
展
は
、
当
館
が
各
年
度
ご
と

に
新
た
に
閲
覧
公
開
し
た
文
書
の
中
か
ら
、
特

徴
あ
る
史
料
を
選
び
展
示
す
る
も
の
で
す
。
平

成
27
年
度
は
、
19
件
・
１
１
０
０
０
点
余
り

の
古
文
書
・
マ
イ
ク
ロ
複
製
資
料
を
閲
覧
公
開

し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
今
回
は
、
「
藤
岡
市

三
波
川 

飯
塚
家
文
書
と
安
中
市
五
料 

中
島

家
文
書
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

飯
塚
馨
家
文
書
は
、
同
家
自
宅
で
保
管
さ
れ

て
き
た
戦
国
期
文
書
な
ど
が
、
一
昨
年
当
館
へ

寄
贈
申
請
さ
れ
、
平
成
27
年
１
月
に
寄
贈
受
け

入
れ
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
戦
国
期
文
書
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。
一
方
、
中
島
徳
造
家
文

書
は
、
こ
れ
ま
で
３
０
０
０
点
余
り
を
公
開
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
９
月
さ
ら
に
２
４
４
５

点
を
公
開
し
ま
し
た
。
両
家
の
文
書
は
、
質
・

量
と
も
に
県
を
代
表
す
る
文
書
群
で
す
。 

《 

展
示
史
料
紹
介 

》 

 

飯
塚
馨
家
の
戦
国
期
文
書
８
点
と
中
島
徳

造
家
の
近
世
文
書
８
点
の
計
16
点
を
展
示
し

て
い
ま
す
。 

 
前
者
の
う
ち
、
天
文
21
年
（
１
５
５
２
）
３

月
の
北
条
家
朱
印
状
は
、
小
田
原
の
北
条
氏
康

か
ら
北
谷
（
三
波
川
）
の
百
姓
ら
に
宛
て
た
朱

印
状
で
す
。
後
者
で
は
、
文
化
年
間
（
１
８
０

４
～
１
８
１
７
）
の
中
山
道
沿
い
の
姿
が
描
か

れ
た
「
碓
氷
郡
五
料
村
往
還
通
絵
図
面
」
、
碓

氷
関
所
関
係
文
書
、
安
中
絹
市
関
係
文
書
、
火

災
・
水
車
設
置
願
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。
ぜ
ひ
御
来
館
く
だ
さ
い
。 

    

◎
前
橋
市
・
西
片
恭
子
家
文
書 

 

上
毛
か
る
た
の
作
成
に
携
わ
っ
た
浦
野
匡

彦
氏
の
史
料
群
。
浦
野
氏
は
、
寄
贈
者
の
西
片

恭
子
氏
の
父
に
当
た
り
ま
す
。
上
毛
か
る
た
の

普
及
や
群
馬
県
同
胞
援
護
会
の
関
係
資
料
、
群

馬
文
化
協
会
の
出
版
書
籍
な
ど
。
１
９
０
点
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
寄
贈
） 

◎
伊
勢
崎
市
・
久
保
田
壽
一
家
文
書 

 

旧
佐
波
郡
香
林
村
の
名
主
な
ど
を
務
め
た

久
保
田
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
近
隣
の
御
林

守
を
務
め
た
関
連
か
ら
、
香
林
村
御
林
の
伐

木
・
運
搬
・
納
入
に
関
わ
る
文
書
が
中
心
で
す
。

１
２
０
点
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
寄
贈
） 

◎
前
橋
市
・
角
田
利
雄
家
文
書 

 

角
田
家
が
所
蔵
し
て
い
た
明
治
期
の
生
産

貯
蓄
組
合
の
関
係
資
料
。
組
合
規
約
名
簿
や
貸

付
金
利
控
簿
な
ど
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
２
０

０
点
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
寄
贈
） 

◎
太
田
市
・
青
木
勝
明
家
文
書 

 

山
田
郡
丸
山
村
（
丸
山
宿
）
の
代
々
名
主
で

あ
っ
た
青
木
家
に
伝
来
し
た
文
書
群
。
村
方
文

書
や
村
絵
図
な
ど
を
含
み
、
総
点
数
は
７
０
０

０
点
近
く
に
及
ぶ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

（
寄
贈
） 

    

◎
前
橋
市
・
勝
村
敏
子
家
文
書 

第
二
次
公
開
分
。
近
世
・
近
現
代
の
和
書･

典
籍
類
と
一
部
の
帳
簿
類
。
中
心
と
な
る
の
は
、

和
書
・
典
籍
類
約
３
５
０
０
点
で
、
内
容
は
儒

学
・
国
学
・
仏
教
・
史
書
・
文
芸
な
ど
多
種
に

及
び
ま
す
。
ま
た
、
20
数
点
の
帳
簿
類
は
、
明

治
・
大
正
期
の
勝
山
家
の
質
屋
経
営
関
係
の
も

の
が
中
心
で
す
。
な
お
、
こ
の
中
に
は
慶
応
２

年
段
階
で
の
町
年
寄
の
職
務
に
と
も
な
っ
て

作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
文
書
２
点(

№
３

８
０
５
、
№
３
８
１
５)

な
ど
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

３
５
４
３
点
、（
Ｐ
８
７
０
２
） 

◎
藤
岡
市
・
新
井
つ
ね
家
文
書 

 

本
文
書
群
は
、
新
井
豊
作
氏
の
国
勢
調
査
員

辞
令
・
農
業
調
査
員
辞
令
、
新
井
タ
カ
氏
の
群

馬
県
女
子
師
範
学
校
卒
業
証
書
・
美
原
尋
常
高

等
小
学
校
訓
導
辞
令
、
新
井
芳
夫
氏
の
群
馬
県

立
勢
多
農
林
学
校
卒
業
証
書
な
ど
で
す
。 

８
点
（
Ｐ
０
９
９
０
８
） 

◎
前
橋
市
・
松
倉
一
平
家
文
書 

松
倉
喜
重
郎
氏
の
常
備
兵
服
役
、
西
南
戦
争

従
軍
と
戦
死
、
そ
の
後
の
遺
族
へ
の
生
活
支
援

金
な
ど
に
関
わ
る
文
書
が
中
心
。
№
２
「
小
坂

子
村
・
松
倉
喜
重
郎
、
西
南
戦
争
戦
死
埋
葬
通

知
書｣(

明
治
10
年
６
月)

は
、
喜
重
郎
が
西
南

戦
争
の
熊
本
県
保
田
窪
村
に
お
け
る
戦
闘
で

負
傷
し
入
院
、
死
去
し
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る

史
料
で
す
。 

 
 

 

６
点
（
Ｐ
０
１
０
１
） 

◎
吾
妻
郡
草
津
町
・
横
山
秀
夫
家
文
書 

群
馬
県
穀
物
検
査
所｢

大
正
10
年
度
生
産
百

俵
以
上
受
検
者
調｣

の
１
点
。
内
容
は
、
①
支

所
別
受
授
者
数
、
②
同
俵
数
別
、
③
同
受
検
者

名
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
正
期
の
米
生
産
状

況
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
で
す
。 

１
点
（
Ｐ
０
０
２
０
７
） 

◎
前
橋
市
・
前
沢
一
男
家
文
書 

 

『
皇
太
子
殿
下
渡
欧 

第
三
艦
隊
記
念
写
真

帖
』
の
１
点
。
こ
れ
は
、
大
正
10
年
（
１
９
２

古 

文 

書 

新
規
公
開
文
書
展 

「
藤
岡
市
三
波
川 

飯
塚
家
文
書
と 

安
中
市
五
料 

中
島
家
文
書
」
の
概
要 

新
た
に
収
集
し
た 

古 

文 

書 

新
た
に
閲
覧
で
き
る 

〔字中木 火元要右衛門家並に類焼家屋麁絵図〕

（P8909 №3627） 
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１
）
、
当
時
の
皇
太
子
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が

軍
艦
２
隻
で
渡
欧
し
た
際
の
記
念
写
真
帳･

第

三
艦
隊
員
名
簿
で
す
。 

１
点
（
Ｐ
０
０
８
０
） 

◎
藤
岡
市
・
飯
塚
馨
家
文
書 

旧
鬼
石
町
の
飯
塚
家
に
伝
わ
っ
た
戦
国
期

文
書
。
同
家
文
書
は
平
成
26
年
度
に
は
自
宅
に

あ
っ
た
未
整
理
文
書
等
も
含
め
て
一
括
し
て

群
馬
県
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

飯
塚
家
自
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
た
天
文
21
年

（
１
５
５
２
）
の
北
条
家
朱
印
状
を
含
む
戦
国

期
文
書
や
近
世
初
期
の
文
書
24
点
も
当
館
に

収
蔵
さ
れ
、
原
本
で
の
閲
覧
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 

24
点
、（
Ｐ
８
２
１
４
） 

           

◎
兵
庫
県
・
熊
谷
次
郎
家
文
書 

 

前
橋
藩
酒
井
家
に
仕
え
た
熊
谷
家
の
伝
来

文
書
。
代
々
の
役
職
に
関
わ
る
藩
方
の
文
書
、

兵
学
・
測
量
・
諸
国
城
絵
図
、
漢
詩
・
和
歌
な

ど
の
和
書
、
近
代
文
書
な
ど
を
含
み
ま
す
。 

 
 
 

【
マ
イ
ク
ロ
】 

                              

                              

  

★
展
示
★ 

●
新
規
公
開
文
書
展 

「
藤
岡
市
三
波
川 

飯
塚
家
文
書
と
安
中
市 

 

五
料 

中
島
家
文
書
」 

～
５
月
29
日
（
日
） 

●
平
成
28
年
度
テ
ー
マ
展
示 

「
絵
で
見
る
近
代
の
ぐ
ん
ま
（
仮
）
」 

  

７
月
23
日
（
土
）
～
10
月
９
日
（
日
） 

 

※
展
示
室
で
は
常
設
展

 -
 

文
書
館
の
仕
事

 -
 

 
 

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

★
講
座
★ 

●
古
文
書
入
門
講
座
（
土
曜
日
：
全
５
回
） 

 
 

６
月
４
日 

～ 

７
月
２
日 

  
 

◎
定
員
60
名 

◎
資
料
代
１
０
０
０
円 

  
 

◎
往
復
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
受
付 

 

※
募
集
開
始
は
４
月
18
日
（
月
）
か
ら
で
す
。 

●
長
期
古
文
書
講
座
（
土
曜
日
：
全
12
回
） 

９
月
３
日 

～ 

11
月
26
日 

 

※
募
集
開
始
は
７
月
19
日
（
火
）
か
ら
で
す
。 

    

★
休
館
の
お
知
ら
せ 

 

春
期
特
別
整
理
期
間
の
た
め
、
休
館
い
た
し

ま
す
。 

 
 
 

５
月
９
日
（
月
）
～
13
日
（
金
） 

  

今
後
の
行
事
予
定 

空
か
ら
「
ぐ
ん
ま
」
を 

見
て
み
る
と
！
？ 

〔勝地群馬（群馬県鳥瞰図）〕 縦 19 ㎝・横 103 ㎝ 

 昭和 11 年 (郷土資料 891226) 

北条家朱印状 

（P8214 №12279） 

「
鳥
に
な
っ
て
、
空
か
ら
景
色
を
眺
め
て
み
た

い
。
」
そ
ん
な
思
い
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
、

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
由
に
羽
ば
た

く
鳥
の
よ
う
に
、
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
視
点
で

書
か
れ
た
図
を
「
鳥
瞰
図
（
ち
ょ
う
か
ん
ず
）
」

と
よ
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

昭
和
11
年
に
、群
馬
県
勝
地
協
会
が
作
成
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
勝
地
群
馬
』
に
は
、
当
時
の
群

馬
県
内
の
名
勝
・
史
跡
・
交
通
の
様
子
が
「
鳥
瞰

図
」
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
群
馬
県
が
、
昔
か
ら

観
光
地
の
保
護
・
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
様
子

が
伝
わ
る
こ
の
鳥
瞰
図
。
描
い
た
の
は
、
大
正
か

ら
昭
和
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
、
吉
田
初
三

郎
で
す
。
吉
田
初
三
郎
が
描
く
大
胆
な
デ
フ
ォ
ル

メ
を
施
し
た
独
特
の
鳥
瞰
図
は
、
当
時
大
変
な
人

気
を
博
し
、
日
本
各
地
で
数
多
く
の
観
光
案
内
地

図
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

当
館
に
は
こ
の
群
馬
県
鳥
瞰
図
の
他
、
伊
勢
崎

市
や
桐
生
市
、
沼
田
市
の
鳥
瞰
図
も
収
蔵
し
て
い

ま
す
。
吉
田
初
三
郎
が
描
い
た
鳥
瞰
図
で
、
昭
和

期
の
県
内
の
様
子
を
空
か
ら
眺
め
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p
 

題
字
／
岡
庭
征
人
書 

Ⅰ 

事
前
申
込
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。 


